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第1表　土厨の配列と化学的性質
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第2表　止葉の珪酸含量と藁の珪酸吸収量

30年度と31年度
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3．試験の方法

1．供託材料：供試作物；水稲農林21号

供託資材；電熔珪カル（珪酸分33％）

％

0．28

摘　　　　　　　　　要

庭内実験によれば硫化水素ガス発生が甚しい

1区　5坪3連制

珪カル施用量別により区を設けた．

肥料は堆肥300鼠N2．15賃．P2051・86貫，

K201．84其

4．試験の結果

止菓及び藁の珪酸含量と吸収量は試験3年目において

は，珪カル30貫毎年施用区が最高を示し，ついで初年度

50貫施用区が高かった．しかして初年度30貢施用区と無

施用区は最低を示し，この成掛は生育収量と同様な傾向

を示した．

珪カルを30貫施用した場合は施用当年だけ効果があ

り，また50貫施用した場合は2年間効果顕著で，3年日

はその効果が急減する．増収率から見る経済効果は反当

50貫施用が，この土壌では適当であると思われる．

また施用の方法は初め速力ル50貫程度施用，3年日毎

に更に3（個：位施すようにすればその効果が持続するもの

と思われる．

岩手県におけるマンガン欠乏地帯について

内田修書・中野信夫・千葉　明

（岩手県畏試）

近時マンガン・和義・苦土などの欠乏によって作物に

特殊な生理障害を起す地域が県内各地に発見され，中で

も麦頓に対してマソガン欠乏を皇する地域が可成り広い

而掛こ亘って分布していることが判明し，逐年増加の傾

向がみられる．本県気仙郡・陸前高田市・大船渡市地帯は

その集団発生地帯であり，この地帯では前々からクセと

称して表現の病気が出ており，この一般的症状としては

葉色は一般に淡く褐色の斑点を生じ，これが時には明瞭

な線となり所謂褐線萎哉病症状を皇し，特に自渋病にか

かり易くなる．以下その実態を調査するとともに土壌及

び作物体を採取して化学分析を行ったのでその結果を報

告する．なお調査地帯の地質は古生・中生・洪掛沖項が分

布しており，それら地質を構成する母材は砂岩・花崗岩・

輝線凝灰岩・粘板岩・石灰岩などが主となっている．

先ずマソガン欠乏土壌の反応及びマンガソ含丑につい

てみると，

1．pH

6．1～6．5が40％，6．6～7．0が25％で最も多く，6・1以上

が全体の70％を占め明かに土壌反応の影響が認められ

る．

2．置換性石灰

0．2～0．3％が全体の36％，0．3％以上が43％で明かに
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♪H別割合

易還元性MnO含量別割合　　　腐朽含訣別割合

その含有鼓の多い土壌程欠乏症が著しい．

3．置換性マンガン

大部分が10ppm以下で正常土壌の17ppm以上に比し

明かに少い．欠乏症が激甚な土壌は殆どが　5ppm以下

となっている．

4．易還元性マンガン

易還元性マソガソは比較的多い地帯と少い地帯とがあ

るが概して40ppm以下のものが多い．これも正常土壌の

場合は50ppm以上あり明かに少くなっている．

5．腐　　　　　植

2．6～5．0％が43％，次いで7．6～10．0％の21％であり

全体として腐植含最の少い土執こその影野がみられる傾

向がある．

なお，熱塩酸可溶のMnOは0．057～0．114％の範周で

あって決して多い含量ではない．土性はSL・L・CL

などでその中SL・Lが多くなっている．なお正常土質

中で置換性MnOに欠乏しているものもみうけられる

が，このような土壌では易還元性のものが極端に多く含

有している．以上より麦煩のマンガン欠乏症を発現した

土壌は一鰍こ反応中性に近く，置換性石灰に富み置換性

MnO及び易還元性MnOが少くなっている．次に1～

5の関係をみると，

（1）♪Hと置換性MnOとの関係

概してタHが中性近くなると置換性MnO含晶が少く

なり，酸性に焼くと多くなる慎向が認められる．

（2）置換性MnOと易還元性MnOとの関係

多少の乱れはあるが概して易還元性MnO含量の少い

ものは置換性MnOも少い傾向のようである・

（3）置換性石灰と置換性MnOとの関係

明かに置換性石灰％の多い程置換性MnOが減少して

いる．

（4）腐植と置換性MnOとの関係

明かな関係は現れていないが概して腐植含量が少いと

置換性MnOも少い傾向が見られる．

その他地質・土性別には余り関係は認められないよう

である．

次にマソガン欠乏麦のMnO含品を調べてみると，正

マソガン欠乏麦（成熟期の茎葉）のMnO含是
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常麦に比LMnO含品が明かに少くなくなっているが，

麦の種析・品種間での差異は認められない．

農家の施肥慣行を調禿して見た所，卿巴はほとんどの

農家が施用しているが量不足である．石灰質肥料の施用

についてみると窓外にも7割以上の農家が多かれ少かれ

使用しており．また，小野田セメントの残敵．海岸附近

である関係上ウニガラ・見殻の施用が目立っていろ．窒

素質についてみると石灰窒素を使用した農家は65％，硫

安20％，尿素15％の使用割合となっている．燐酸質肥料

については熔憐35％・過石65％使用となっており，塩基

性肥料が多く使用されている．また加里質肥料は使用し

ている農家は余り多くはない．以上のことから現在の施

肥慣行では益々マン欠を助長させることになるので，施

肥改善の必要が強く望まれ更に栽培品種の選択にも充分

注意を払わねばならない，


